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○ 「自ら学ぶ子どもの育成」に向けて、この単元で付けたい力 

（教科等でつけたい力） 

自分にとって東大阪市の未来はどうあるべきかを考え、発信する力。 

（学校図書館等の活用でつけたい力） 

資料から異なる二つの意見の特徴を読み取り、まとめる力。 

 

○ この単元における学校図書館を活用した情報活用能力の育成に向けて 

●情報収集…東大阪市の未来について、A と B の資料を読み取る。 

●整理・分析…どちらが東大阪市にとってより良いのかを考え、自分の立場を決める。 

●まとめ・表現・発信…決めた立場で、行政の観点から自分の意見を発信し、討論を行う。 

 

○ 学習の展開（全 9 時間）（学校図書館等を活用した時間は☆印にて記入してください） 

時 学習内容 

１ 農作物や水産物、原料、工業製品はどのように運ばれているのかを調べることによ

り、外国との関わりについて関心を高める。 

２ 日本では、工業の原料やエネルギー資源の多くを輸入していることや、その輸入品

が以前と比べて変化してきていることを理解する。 

３ 輸出品の変化を調べることにより、これまでの日本の工業は、貿易や運輸に支えら

れ、加工貿易という形で発達してきたことと、貿易によって世界の国々と結びつき

があることを関連付けて考える。 

４ 貿易をめぐる様々な問題を調べ、工業生産では、それらの問題による影響があるこ

とや、外国との関わりも配慮しながら貿易を行う必要があることをとらえるとと

もに、これまでの学習を振り返る。 

５ 日本の大工場と中小工場の様子を調べることから、中小工場に関心をもち、東大阪

市に中小工場の様子について、グラフや文書資料などから読み取る。 

６ 高い技術を持つ、中小工場がそれぞれ協力して、より優れた製品を作り出している

ことを理解する。 

７ 

☆ 

東大阪市の事業所数減少に対する取り組み資料に着目し、複数の意見をもとに、東

大阪市の工業の未来について考える。 

単
元
名 

日本の貿易とこれからの工業生産 

 



８ 工業生産にかかわる会社や工場が、社会の変化に合わせて、高い技術を生かしなが

ら、新しい部品や工業製品を作っていることを理解する。 

９ 中小工場のもつ高い技術力や事業所減少の現状、それに対する取組みや、工業生産

を盛んにするための取組みについての学習を振り返る。 

（本時７／９時） 

☆学校図書館等活用（本時）の学習  

本時のねらい 

東大阪市の中小工場の事業所数減少に対する取組みに関する資料から、複数の意見を

もとに、自分たちにとって東大阪市は今後どう変わっていくことが望ましいかについて

考えることができる。 

 

学習展開 

 

〇主な学習活動 ●指導上の留意点 

導
入 

 
 
 
 
 
 
 

１
５
分 

〇わくわく問題の内容について振

り返る。 

〇学習課題を立てる。 

 

 

〇資料の内容を共有する 

●特徴をもとに、自分の立場を決め、利点を書いてい

ることに振り返る。 

 

 

●教師の範読に合わせて読ませる。 

●A案、B案それぞれ何が書かれていたか確認する。 

〇資料を読み、A案（海外に向かって広げる）B案 

（地域をさらに発展させていく）について知る。 

 

展
開 

 
 
 
 
 
 
 
 

２
５
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
０
分 

 

〇資料を読み、自分が東大阪市の市

長なら、どちらが適当だと思うかを

判断する。 

〇自力解決 

（ワークシートに立場と理由を書

き込む。） 

〇グループで交流する。 

〇全体で交流する。 

 

●各案の利点、弱点についてまとめさせる。 

●グループの意見がすべて同じであれば、対案を選

ばなかった理由について話し合わせる。 

●初めに挙手等で自分の立場を明らかにする。 

●A案、B案の利点を教師が黒板にまとめる。 

 

ま
と
め 

５
分 

〇ふりかえりを書く。 ●学習課題にもう一度立ち戻らせ、気づいたことを

まとめさせる。 

 

図書館活用 

ポイント 

東大阪市の未来について、このように二つの観点から特ちょうを押さえて考えてみよう。 



 

 

 

 

 

 

東大阪市は工場減少に対して 

どのような取り組みをしているのだろう 

 

考えよう① もしあなたが東大阪市の市長だとしたら、A

（海外）と B（地域）の取り組みのどちらを応援するか。 

 

 

その取り組みを選んだ理由 

 

 

 

 

 

 

 

もう片方の取り組みを選ばなかった理由 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

日本の貿易とこれからの工業生産 

ふりかえり 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 



 

 

 

 

教師作成資料 


